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今
年
は
景
気
回
復
の
影
響
で
お

父
さ
ん
の
給
料
（
い
わ
ゆ
る
町
税
）

が
少
し
増
え
そ
う
で
す
が
、
そ
の

代
わ
り
実
家
か
ら
の
収
入
（
地
方

交
付
税
等
）
が
減
っ
て
、
状
況
は

例
年
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
そ
う
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、新
築
費
用
（
庁
舎
建
設
費
）

が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
借
入
金
の

大
幅
減
の
影
響
で
、
収
入
の
総
額

が
減
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
育
ち
盛
り
の
子
ど
も

た
ち
や
家
族
の
期
待
に
応
え
る
た

め
に
は
、
貯
金
か
ら
の
取
り
崩
し

（
基
金
の
取
崩
）
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
変
わ
り
は
な
く
、
そ

の
上
、
財
産
売
払
収
入
も
あ
て
に

し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
　
　

　
ま
た
、
３
年
目
に
な
る
私
の
実

家
か
ら
の
収
入
（
沖
縄
振
興
一
括

交
付
金
分
）
が
増
え
て
助
か
り
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
収
入
面
で
の
苦

し
い
台
所
事
情
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
支
出
で
は
、
や
は
り
家
族
全
員

の
病
院
代
（
民
生
費
）
が
一
番
大

き
い
で
す
。
今
年
も
１
８
８
万
円

は
か
か
る
見
込
み
で
、
や
は
り
増

加
傾
向
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
修
繕
費
（
土
木
費
）
は
昨
年
と

比
べ
て
変
わ
ら
な
い
見
込
み
で
す

が
、
教
育
費
は
１
８
万
円
も
増
え

て
７
０
万
円
は
か
か
り
そ
う
で
す
。

　
ロ
ー
ン
返
済
は
４
６
万
円
。
で

す
が
昨
年
に
家
の
新
築
代
の
借
入

が
あ
っ
た
の
で
、
返
済
額
が
増
え

て
５
４
１
万
円
残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
先
、
病
院
代
は
ま
だ
ま
だ

増
え
そ
う
で
す
し
、
我
が
家
に
も

消
費
税
増
税
の
影
響
が
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
が
心
配
で
す
。
ま

た
、
お
父
さ
ん
の
給
料
（
町
税
）

も
支
出
の
伸
び
を
ま
か
な
え
る
ほ

ど
増
え
そ
う
に
な
い
で
す
。
本
来

は
娘
（
特
別
会
計
）
へ
の
仕
送
り

も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
十

分
に
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
家
族
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
や
り
く
り

は
創
意
工
夫
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
別
会
計

　
町
の
会
計
は
、
上
記
の
一
般
会

計
の
ほ
か
に
五
つ
の
特
別
会
計
と

上
水
道
事
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　
左
の
グ
ラ
フ
は
、
特
別
会
計
の

当
初
予
算
額
の
推
移
を
表
し
た
も

の
で
す
。
　
　

　
今
年
度
も
昨
年
同
様
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
の
予
算
額
は
伸

び
、
前
年
度
比
約
８
６
０
０
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

西原町の家計簿（予算）
西
原
町
の
予
算
を
家
計
に
例
え
る
と…

2014年度（平成26年度）2014年度（平成26年度）
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執
行
体
制
と
行
財
政
の
確
立

◆
庁
舎
移
転
準
備
事
業

　
一
億
四
千
七
百
三
十
三
万
円

　
５
月
か
ら
新
庁
舎
で
の
執
務
を
開
始
す

る
予
定
の
た
め
、
備
品
等
購
入
を
主
に
、

引
越
し
作
業
の
委
託
や
旧
庁
舎
の
解
体
工

事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　

 

　
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　●
三
世
代
交
流
施
設
運
営
事
業

　
六
千
六
百
四
十
六
万
円

　
西
原
南
小
学
校
区
に
建
設
す
る
三
世
代

交
流
施
設
の
基
本
実
施
設
計
業
務
委
託
、

及
び
建
設
用
地
購
入
を
行
い
ま
す
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
障
害
児
保
育
支
援

　
事
業

　
　
　
二
千
七
百
六
十
七
万
円

　
町
内
各
学
童
ク
ラ
ブ
に
在
籍
す
る
障
害

児
童
を
把
握
し
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す

る
支
援
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
保
育
環

境
と
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
豊
か
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

◆
青
年
就
農
給
付
金
事
業

一
千
五
十
万
円

　
青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就
農
後
の

定
着
を
図
る
た
め
、
経
営
が
不
安
定
な
就

農
直
後
の
所
得
を
確
保
す
る
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

　

　　
豊
か
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

●
公
園
樹
木
等
環
境
整
備
事
業

三
千
六
十
七
万
円

　
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
、
沖
縄
ら
し
い

風
景
・
景
観
等
を
保
全
す
る
た
め
、
観
光

地
形
成
促
進
地
域
内
の
公
園
樹
木
の
環
境

整
備
を
行
い
ま
す
。
　
　
　

　
平
和
で
人
間
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

◆
内
間
御
殿
整
備
事
業

　
　
　
一
千
七
百
七
十
一
万
円

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、
内
間
御
殿
の
埋

蔵
文
化
財
発
掘
調
査
や
保
存
修
理
工
事
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。

◆
西
原
南
幼
稚
園
新
増
築
事
業

九
千
九
百
五
十
二
万
円

　
保
育
室
の
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
新

増
築
工
事
を
行
い
ま
す
。

◆
坂
田
小
学
校
校
舎
危
険
建
物
新
増
改
築

　
事
業

七
千
九
百
二
十
五
万
円

　
老
朽
化
で
危
険
建
物
と
な
っ
た
校
舎
の

改
築
工
事
設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

●
教
育
情
報
化
支
援
事
業

一
億
三
千
三
百
一
万
円

　
将
来
の
沖
縄
振
興
に
資
す
る
人
材
育
成

及
び
学
力
・
情
報
活
用
能
力
等
の
向
上
を

図
る
た
め
、
各
小
中
学
校
に
電
子
黒
板
等

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
し
、
よ
り
魅
力
的

か
つ
分
か
り
や
す
い
授
業
環
境
を
整
え
ま

す
。

●
に
つ
い
て
は
、
一
括
交
付
金
事
業
と
し
て

事
業
申
請
、
決
定
を
経
た
う
え
で
の
実
施
と

な
り
ま
す
。

今年度はこんなことをします！
ー 平成 26 年度の主な事業を説明します ー̶


